
⽶穀の⽣産者・⼩規模事業者の在庫数量等に関する調査について

（調査対象範囲のイメージ）

【調査の概要】

（１）⽣産者に対する調査
（641者からの聞き取り調査）

（２）500トン以上4,000トン未満の卸売業者に対する調査
（６月末在庫調査（報告徴収）の対象者：382事業者

の悉皆調査）

（３）300トン以上の集荷業者・卸売業者等に対する調査
（届出事業者のうち、643事業者の悉皆調査）

食糧法に基づき、毎月調査している大規模な集荷業
者・卸売業者に加え、以下の（１）～（３）の生産者
や小規模な集荷業者・卸売業者等の在庫数量等の調査
を実施。

（生産者に対する調査客体の作付規模）
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うち
集荷業者
への出荷

うち
生産者

直接販売等

R6年1月現在 6,610千ﾄﾝ 5,220千ﾄﾝ 3,299千ﾄﾝ 1,922千ﾄﾝ 466千ﾄﾝ 923千ﾄﾝ

R7年1月現在 6,792千ﾄﾝ 5,358千ﾄﾝ 2,992千ﾄﾝ 2,366千ﾄﾝ 418千ﾄﾝ 1,017千ﾄﾝ

前年差 ＋182千ﾄﾝ ＋137千ﾄﾝ ▲307千ﾄﾝ ＋444千ﾄﾝ ▲49千ﾄﾝ ＋93千ﾄﾝ

前年比 103% 103% 91% 123% 90% 110%

収穫量 出荷数量
生産者消費
（無償譲渡
含む）

在庫量

⽣産者の在庫数量等に関する調査の結果について

○ 生産者の在庫数量等調査の結果から、2020年農林業センサスの作付規模の階層別作付面積のシェアを用いて、生産者全体の

在庫量等を推計。

○ 生産者の出荷数量のうち、ＪＡ系統などの集荷業者への出荷数量は前年産に比べ３１万トン減少する一方で、生産者の直接

販売等は４４万トンの増加。

○ 令和７年１月末時点の生産者の在庫量は、前年産に比べ、９万トンの増加。

※１ 生産者の在庫数量等調査の結果から、2020年農林業センサスの作付規模の階層別作付面積のシェアを用いて、生産者全体の在庫量等を推計。
※２ 収穫量は、農林水産省大臣官房統計部 「作物統計」 の水稲の収穫量（主食用米）。

【生産者の在庫数量等調査による全国の在庫量等の推計】

≪生産者の在庫数量等調査の結果≫

うち
集荷業者
への出荷

うち
生産者

直接販売等

R6年1月現在 10,720ha 49,720ﾄﾝ 41,538ﾄﾝ 19,110ﾄﾝ 22,428ﾄﾝ 2,021ﾄﾝ 6,161ﾄﾝ

R7年1月現在 11,472ha 53,187ﾄﾝ 44,128ﾄﾝ 17,173ﾄﾝ 26,955ﾄﾝ 2,024ﾄﾝ 7,035ﾄﾝ

作付面積 収穫量 出荷数量
生産者消費
（無償譲渡

含む）
在庫量



令和６年
１月末在庫

①

令和７年
１月末在庫

②

前年差
②－①

前年比
②/①

300トン以上の
集荷業者、卸売業者等

52,869 45,387 ▲7,482 85.8%

（単位:ﾄﾝ）

令和６年
１月末在庫

①

令和７年
１月末在庫

②

前年差
②－①

前年比
②/①

500トン以上4,000トン
未満の卸売業者

154,819 156,345 +1,526 101.0%

（単位:ﾄﾝ）

⼩規模事業者の在庫数量等に関する調査の結果

【調査の結果】

≪ ① 500トン以上4,000トン未満の卸売業者に対する調査 ≫

○ 500トン以上4,000トン未満の卸売業者の令和７年１月末の在庫量は、前年同月と比べ、1,526トン増加（前年比 101％）。

○ 300トン以上の集荷業者・卸売業者等の令和７年１月末の在庫量は、前年同月と比べ、▲7,482トン減少（前年比 85.8％）。

≪ ② 300トン以上の集荷業者・卸売業者等に対する調査 ≫



消費者段階小売／中食・
外食段階

卸売段階集荷段階生産段階

今回の調査の考察（令和６年産の流通の状況︓対前年差）

在庫
＋９万㌧

消費・
無償譲渡

▲５万㌧

出荷
＋14万㌧

▲31万㌧
うち5,000㌧以上
▲23万㌧

500トン以上の在庫
▲49万㌧

集荷業者への出荷⽣産量 ＋18万㌧
4,000㌧以上
＋４万㌧
500~4,000㌧
＋ 0.2万㌧

卸売業者の在庫
⼩
売
︑中
⾷
・
外
⾷
業
者

消費者在庫
＋４万㌧300㌧以上の集荷・卸売業者等の在庫

○ ⽣産量が18万トン増加する中で、⽣産者の出荷は、前年産と⽐べ、14万トン増加。あわせて、⽣産者の在庫量は、
９万トン増加（７年１⽉末現在）。

○ ⽣産者の出荷数量のうち、ＪＡ系統などの集荷業者への出荷数量は前年産に⽐べ31万トン減少する⼀⽅で、集荷
業者以外の業者との取引、⽣産者の直接販売等は44万トンの増加。この⼀部は、卸売業者等の在庫として存在（３
万トン）するほか、末端の流通にも⼀部存在する可能性（７万トン）。

今回の調査で判明した結果

※3

※1  ⽣産者在庫調査の結果から、2020年農林業センサスの作付規模の階層別作付⾯積のシェアを⽤いて、⽣産者全体の在庫量等を推計。
※2  出荷量（+14万㌧）から、集荷・卸売業者等の在庫量（+3万㌧）及び消費者の在庫量（+4万㌧）の差し引きにより算出。
※3  ⽶穀安定供給確保⽀援機構「⽶の消費動向調査」における家庭内の⽉末在庫数量を基に算出した１⼈当たり在庫量に、令和6年10⽉⼈⼝を乗じて算出。

在庫量

▲1万㌧

・新規参⼊事業者
・EC等による消費者直販

集荷業者以外の業者との取引、⽣産者の
直接販売等による出荷＋44万㌧

在庫等
+7万㌧※2

推計値 在庫計
（消費者在庫除く）

＋1９万㌧

※1

※1

※1

※1

※1

（679万トン）

（536万トン）

（42万トン）

（102万トン）

（299万トン）

（221万トン）

（179万トン）

（237万トン）

（５万トン）

（50万トン）

（16万トン）


